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第 II 竃超伝導体の強い磁場の もと-T･の振舞いはAbrik.S｡Ⅴ の理論宜 よ
って理解される｡この理論によれば､この種の超伝導体では強い磁場の もと
ではmixed stase とよばれる状態があらわれ､この時には磁嘘はbuユkの
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pl , P2 はそれぞれ ユニ eq, ニm efちで与 えられ るO-もL Al及び42
がyについて周期的であるならば､3にこっの周期の干渉効果があらわれる.
もLdを十分大 きく (d≫ 10dcm)にとるならば､二つの周期が比軟的小
さな共通の高詞披成分を もつ ときだけ♂ は有限になるが他の場合にはnegl1-
gibユe ほなるOしたがって一方の磁場を変えることによってこの構造の周期
をかえこれによる電流の変化を測定すれば､ もう一方の構造が explicitに
あらわれ る. 具鉢的な計算めために もransiもionの近 くでのAbrikosov'8
の解を用いて計算すると
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Juncもion に磁場が･bるときに､干渉効果があらわれることが 最近 の実
験によっ てたしかめられたb5-,)一方がAbrikosLⅤの mixed sta･teにある
-lo女-
Abrikosovfs structur壱
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p.-上 達 efl と書けるo 射 まj･unction-T･の磁壕- さaはjunc-67FT
もionの巾をあらわす.この ときにLはjunctionでの磁場の強 さを変える
と､3′にはdiffracもion patternがあらわれこれか ら1のAbrikosov
の構造をきめることができる一｡
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